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改正災害対策基本法の初適用による立ち往生車両の排除 

 

 大雪のため国道１９２号において立ち往生車両が発生したため、四国地方整備局で

は、５時２０分から通行止めを行い、８時４０分には災害対策基本法第７６条の６を適

用し、立ち往生車両の撤去作業を実施しておりましたが、２２時００分に通行止め区間

内の立ち往生車両の排除が完了しました。現在、除雪車両１８台により除雪作業を行っ

ており、除雪作業が終わり次第、通行止めを解除する予定です。 

 今回の対応は、１１月２１日に施行された改正災害対策基本法を適用した初めてのケ

ースであり、災対法の適用により円滑な車両移動が可能となり（運転手への移動命令、

車両破損可能など）、また除雪車両の集中投入とあわせて、作業時間を大幅に短縮する

ことができました。 

 

 経 緯  

１２月５日 

５：２０ 通行止め開始 

     ※立ち往生車両が約１３０台 

８：４０ 災害対策基本法第７６条の６を適用 

１０：３０ 大型車の撤去作業開始  

２２：００ 立ち往生車両の移動完了  

 

 対応状況  

＜除雪・車両撤去＞ 

・除雪車両１８台で除雪作業実施中  

＜安否確認＞ 

・立ち往生車両の運転手の安否確認を実施 

＜広域支援＞ 

・四国地整内の他の国道事務所から除雪車両３台を派遣  

・近畿・中国地整から応援の除雪車両５台を派遣 

・ＮＥＸＣＯ西日本から応援の除雪車両２台を派遣 

 

＜問い合わせ先＞ 

道路局  国道・防災課  道路防災対策室  企画専門官  淡中
タンナカ

（内線 37-812） 

課 長 補 佐  栁田
ヤナギタ

（内線 37-662） 

代表 03-5253-8111  直通 03-5253-8489 

除雪車両による車両牽引状況 

内閣府・四国地方整備局

同時発表 


